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資料8-2-1　ISPどうしのトラフィック交換（2004年11月）

出所　総務省

ISPや学術ネットワーク間の相互接続ポイントをInternet eXchange（IX）といい、日本国内ではNSPIXP、JPIXやJPNAPなどをはじ

めとするIXがトラフィックの交換を行っている。国内のトラフィックはすべてがIXを通過するわけではなく、「プライベートピアリング」

と呼ばれるISP間で相互に交換されるものも少なくないため、トラフィック総量を把握するのは難しい。そこで総務省は、上記の国内主要

IXとISP7社の協力を得て、国内トラフィックの集計・試算を行った。この試算によれば、国内における2004年11月時点のブロードバ

ンド契約者（ADSL、FTTH）のトラフィック総量は324Gbpsとなっている。各IXのトラフィック推移を見てもわかるように、国内トラ

フィックはADSLが普及し始めた2001年後半から急増し始め、今なお増加の一途をたどっている。

資料8-2-2　ブロードバンド契約者の時間別（曜日）トラフィック推移

200G

150

100

50

0
Mon Tue Wed Thu

costomer-bb（in_ave：115266Mbps、out_ave：132106Mbps） 

Out

In

Fri Sat

in bytes out bytes

Sun

tr
af
fic
（
bi
ts
/s
ec
）
 

出所　総務省

P2P人気で増えたブロードバンド接続ユーザーのアップロードトラフィック

総務省の調査に協力したISP7社からブロードバンド契約者に送信されるトラフィック（アウト側）は、2004年11月の時点で最大

180Gbps近くまで達し、最低でも約95Gbps、平均133Gbpsに及ぶ。また、ユーザーからISPへのトラフィック（イン側）も、アウト側

に比べれば少ないものの、最大140Gbps、最低でも80Gbps、平均116Gbpsと相当量に及ぶことがわかった。これは、ブロードバンド

接続による常時接続の普及やP2P人気などにより、一般ユーザーがデータをアップロードする機会が増え、イン側（ISPから見た）トラフ

ィックが増加したためだろう。

1秒当たり324Gビットの情報が行き交う国内トラフィック

国内トラフィック
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